
コロナウイルス関連 公開情報取りまとめ 

～２０２０年４月２７日（月）１７時現在～ 

在サンパウロ日本国総領事館 

１ サンパウロ州 

４月２３日(金)～２７日(月) 

 ２７日（月）１５時現在，州内の感染者数は前日比９８１人増の２万１６９６人で，うちサンパウロ市が

１万３９８９人，オザスコ市が５９８人，サン・ベルナルド・ド・カンポ市が４９８人と続く。死者数は

同１２５人増の１８２５人，うちサンパウロ市が１１７２人と州全体の６４％を占めているが，同比率は

前日より１％減となった。サンパウロ州政府は死者の発生が州内陸部や沿岸部に広がっていると分析。感

染が確認されているのは州内６４５市のうち２８８市，死者は１３１市，入院感染患者数も約８千人と増

加傾向にある。感染患者向けのＩＣＵの占有率は５９．８％，サンパウロ大都市圏内では同７８．４％。 

 ２７日(月)，サンパウロ州政府は，サンパウロ大学医学部付属クリニカス病院の感染患者向けＩＣＵ病床

を現在の２００床から３００床に拡充すると発表。民間や他病院を通じて２４００万レアル以上の寄付を

受けており，５月前半にまず４０床を整える。同病院はこのほか専用の一般病床を７００床以上確保して

いる。同日，コーバス・サンパウロ市長も市内の病院のＩＣＵ病床を拡充中と説明。５月末までに１３６

１床が追加される予定（うち半分が４月末までに準備される予定）。 

 ２３日(金)，サンパウロ州政府はサンパウロ大学工学部の技術者グループが２時間で製造可能な緊急用の

人工呼吸器「Inspire」を開発したと発表。コストは１千レアルと安価。今後必要な承認手続きを進める。 

 ２４日(金)，サンパウロ州政府は州内各市がコロナウイルスの感染拡大に伴う観光業の影響を最小限に抑

えるべく対策を検討中と発表。州観光局が間に入り，感染終息後を見据えて各市で良案の共有を進める。 

 ２５日(土)，サンパウロ市は市内の感染死者数が１千人を超えたことを踏まえ，社会連帯プログラムの一

環として３日間を公式服喪とする条例を同日付で公布。併せて，同市は各業界から横断的に協力を求めつ

つ，約１０万の食料基本セットを貧困層に毎月配布することを公示。最低３か月間実施する予定。 

 サンパウロ大都市圏の社会的隔離実施率は２５日（土）が５２％，２６日（日）が５８％であった。 

 ２７日(月)１５時現在，サンパウロ市内の仮設病院の入院患者数は前日比２４人増の５０９人。 

２ マット・グロッソ州 

４月２２日(水)～２７日(月) 

 ２７日（月）１７時現在，州内の感染者数は前日比６人増の２５６人，うち州都クイアバ市が１２６人，ロ

ンドノーポリス市が３８人，シノピ市が１９人と続く。入院患者数は１６人。死者数は２６日(日)に続き，

２７日(月)午後に１１人目(６１歳男性，シノピ市，高血圧と糖尿病を患っていた)が確認された。 

 ２２日(水)，同州政府は，州内公立病院(州が契約した民間病院含む)のコロナウイルス感染患者向けの専用

病床数を計１２７３床と発表。うち３２６床がＩＣＵで，５月４日(月)以降に全てが稼働予定。 

 ２３日(木)，同州政府は，州内公立病院のコロナウイルス感染患者向け病床の占有率が３０日(木)まで６

０％以下だった場合を目安として，５月４日(月)より学校を再開する予定と発表。 

３ マット・グロッソ・ド・スル州 

４月２３日(金)～２７日(月) 

 ２７日（月）午前１１時現在，州内の感染者数は前日比４人増の２３８人，うち州都カンポ・グランデ市

が１２６人，トレス・ラゴアス市が４１人と続く。死者は新たに８人目(７６歳女性，パラナイバ市，肺に

慢性疾患有)，９人目(５６歳男性，ドウラード市。トカンチンス州内の病院で死亡)が確認された。なお，

同州内の感染者確認は３月に平均２．７人／日だったが４月は２６日(日)現在で同７．２人／日と増加。 

 ２３日(金)，同州政府は過去２週間の州内の社会的隔離実施率を平均４０～５０％と発表。実施率の低か

った市はその後の感染が増えているとして，改めて同措置の遵守を呼び掛け。          (了) 

https://www.saopaulo.sp.gov.br/ultimas-noticias/ventilador-pulmonar-emergencial-criado-por-engenheiros-da-usp-e-aprovado-em-testes/

